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■ 研究テーマ
越境大気汚染など、広域規模の大気汚染現象やその影響評価に関する研究を行っています。数値シミュレー
ション及び
観測データによる大気汚染の高濃度化の原因解明、またシミュレーションの予測精度向上に取り組んでいま
す。具体的な研究テーマは以下の通りです；
①大気質シミュレーションモデルによる広域大気汚染の動態解析、②大気汚染と生態系・人体健康影響、③大
気汚染物質の発生源と抑制対策、④モデルの予測精度向上、など。
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■　解説・総説

■　主な研究設備等

■　著書
□「越境大気汚染の科学（物理と化学）」　藤田 慎一、三浦 和彦、大河内 博、速水 洋、松田 和秀、櫻井
達也
2014年2月に成山堂書店から出版予定

■　招待講演
□数値シミュレーョンによるわが国の大気質に対するECA設定の有効性評価：第53回大気環境学会年会 都市大
気環境モデリング分科会 (2012年9月)

□数値モデルによる我が国の大気質に対するECA設定の有効性解析評価：日本財団助成事業「排出規制海域設
定による大気環境改善効果の算定」講演会 (2012年7月)

□長距離輸送モデル比較研究の目的および進め方について：第50回大気環境学会年会 都市大気環境モデリン
グ分科会 (2009年9月)

□シミュレーション結果の概要及び他の人工発生源への規制との比較：日本財団助成事業「排出規制海域設定
による大気環境改善効果の算定」講演会 (2013年7月予定)


